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1200人のロータリアン
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RI会長主催
会員増強セミナー開催

ガバナー月信

　8月は会員増強月間です。７月7日に李RI会長主催の会員増強セミナーが開催されま
した。会長・幹事を始めとする総勢1200人という大勢の方にご参加いただきました。
李会長のスピーチを次ページに紹介します。
　残念ながら当地区では7月1日現在、昨年の会員数を下回っております（暫定集
計）。全員が会員増強委員の気持ちになって増強に努め、今年こそ「ストップ the 会員
減少」を実現しましょう。
　セミナーでは、会員増強に実績を上げた6クラブよりそれぞれの方策を発表されまし
たが、その中から一つだけ発表要旨をご紹介致します。
　「名古屋東南RCは最盛期100人のクラブだったが、会員が減少し一時67人にまでに
なってしまった。100人体勢の復活を目指して『プロジェクト100』を立ち上げた。会
員候補として相応しい方を探して、クラブ例会に招待する。例会では、クラブの中でロ
ータリー情報に詳しい方、事業家として実績を上げている方、人徳のある方などクラブ
を代表する方を周囲に座らせる。例会中は絶対に勧誘をせず、例会終了後も１週間くら
いはこちらからはコンタクトを取らない。10日もすると、先方は「何か連絡が来ると思
っていたのに何の連絡も来ない。いつロータリーから連絡があるのだろうか」とロータ
リーからのコンタクトを待ち焦がれるようになる。その頃連絡をとり、ロータリアンで
あることの素晴らしさを訴える。するとかなりの確率で勧誘に成功する。こうして会員
数93人となり、100人体勢に手が届くところまで来た」
　また、大阪ネクストRCからもクラブの紹介がありました。かながわ湘南RCと同様R財
団学友を中心としたクラブです。当地区でも本年度の重要課題です。現在、R財団奨学
学友委員会が中心となり、新クラブ創立の核となる学友を選定しているところです。
　合言葉は「ストップ the 会員減少」です。皆様のご協力をお願い申し上げます。
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8月は会員増強月間
　－ストップ the 会員減少－



会員増強を主題とする第一回の会長会議をこ
こ東京で開催し、ご参会の皆様とご一緒できま
すことを私はとても喜んでおります。
ロータリーの会員増強は私の父がロータリア

ンになって以来、韓国では非常に重要な課題と
なっています。その頃の韓国は、今と違って、
経済も弱く、多くの国民は非常に貧しい状態で
した。
当時、韓国の地域社会にはいろいろなニーズ

があり、また、それらは重大な問題を持ってお
りました。そして、ロータリーの存在感は、今
と違って、とても小さいものでした。
私の父は、私よりずっと以前に、ロータリア

ンであり、地区ガバナーでした。父は、韓国は
大きな可能性を秘めている国であり、ロータリ
ーは韓国のために偉大な可能性を持ち、輝かし
い未来をもたらすと思っておりました。
父は、また、韓国が、ロータリーの助けによ

って、強力で倫理性豊かな経済をもつ国になる
と感じておりましたが、当時のロータリアンは、
その必要を充たすには、余りにも少ない数でし
た。
このことから、私は地区ガバナーになったと

き、私の最優先事項の１つは、韓国のロータリ
ーを発展させることでした。そこで、私は、ロ
ータリアンの皆さんに、それぞれのクラブに新
会員を勧誘する新しい方法とその実際の進め方
を考えるようお願いしたのです。
私は、ロータリアンの皆さんに、まず、ロー

タリーの目的が何であるかを問い、それぞれの
クラブがより強力な奉仕活動を行うためにどう
するかに焦点を当てるようお願いしたのです。
私は、ロータリアンの皆様の反応に心を打た

れました。一年間で、韓国ロータリーは実質的
な成長を遂げ、クラブの数も多くなり、クラブ
自体も大きくなり、強いクラブとなりました。
多くのロータリアンが地域社会での奉仕活動に

参加し、地域社会も住みやすくなりました。
私の父が地区ガバナーをしたときから何年も

経過しました。現在の韓国は以前とは異なる国
であり、その変化をもたらしたのはロータリー
であったと私は考えます。しかし、韓国は、さ
らに尚ロータリーを必要としております。どの
国にもロータリーが必要なのです。また、多く
の国々は貧困や疾病との戦いを続けています。
多くの家庭は、今なお、極貧生活を余儀なく

され、膨大な数の幼児が死んでゆきます。
本ロータリー年度、私たちは「夢をかたちに」

をテーマとしました。私は、世界各地のロータ
リアンの皆様に、大変な問題となっている幼児
の死亡率に焦点を合わすようお願いしておりま
す。
と申しますのは、２００８年７月７日の今日、こ

の近代文明社会において、５歳以下の子どもた
ちが、一日に２万６０００人も死んで行くのです。
この数字は、明日も明後日もです。
どうにもならないのでしょうか。
これらの殆どは避けられるはずの原因による

死亡なのです。それらの原因の殆ど全ては、ロ
ータリーによって３つの強調事項となっている
水、健康と飢餓、そして、識字なのです。
私たちは、これらの分野において、すでに、

長年に亘って、現在も、多くのことを実行して
おります。私は、最近の幼児の死亡率の減少は、
或程度までロータリーのお蔭であると信じてお
ります。
私は信じます。もっと多くの数のロータリア

ンがおれば、私たちはもっと多くのことが出来、
もっと多くの命を救い、もっと多くの子どもた
ちを助け、もっと多くの夢を形にすることが出
来ると確信いたします。
ちょうど今こそロータリーが韓国で発展する

のにもってこいの時期であるように、今は世界
中でロータリーが発展するのにもってこいの時

RI 会長主催会員増強セミナー（基調講演）
李 東建 RI 会長
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期なのであります。世界中の子どもたちが、今
日、ロータリーを必要としているからです。
世界中の子どもたちは、明日もロータリーを

必要とし、明後日も、また、次の日も、次の日もロ
ータリーを必要としているのです。
今日ここにいらっしゃる私たちロータリアン

の一人一人は、そのことを銘記する責任を持っ
ています。
私たちは、ロータリーが継続して自分たちの

地域社会のニーズに対応し、健康と希望をもた
らすよう見張っていく責任があります。私たち
は、どのようにして、その責任を全うするので
しょうか？
私たちは、会員増強について従来の考え方を

変えることによってその責任を全うするのです。
過去においては、しばしば、会員増強は二次的
な問題と見做されてきました。
確かに、以前には、クラブの２，３人だけが新

会員の勧誘に積極的でしたし、新会員の維持に
は誰も時間を割くことはなかったのです。
以前には、会員増強は、もっと緊急な関心事

項の脇に追いやられていたのです。会員の減少
が始まりますまで、誰も会員増強に注意を向け
ておりません。
長年に亘って、今のところ、国際ロータリー

の会員数は同じレベルであり、１２０万人強であ
ります。
ロータリーの会員数は増加していませんが、

世界のニーズは増加しています。このような増
加してゆくニーズのペースに対応するには、も
っと多くのロータリアンを必要としますし、も
っと多くのクラブも必要です。
だから、私は、このロータリー年に野心的な

目標を掲げました。それは全ての地区において、
ネット１０％増の会員増強のお願いです。そして、
一つの地区で最低２つの新クラブを結成してい
ただきたいのです。
若し、それぞれの地区でこのことに挑戦して

いただければ、このロータリー年度末には、１３０
万人のロータリアンで３万３０００以上のクラブと
なりましょう。
どうすれば、私たちはこのことを達成できる

でしょうか？私たちがしなければならないのは、
単に彼等がやってくるのを待つのでなく、ロー
タリアンにふさわしい会員を探し出すことです。
地域社会ではどこでも、私たちは、彼等が自

分たちと違っているという単純な理由で、ロー
タリアンにふさわしい人たちを見逃しているの
です。
その人たちは、年齢も職業も違っているかも

知れません。その人たちは、違った背景を持つ
人々とか、または、別の地域出身者かも知れま
せん。しかし、これら全てのことは、その人々
をお誘いする一層重要な理由にもなるのです。
もしも、ある人がロータリアンとして相応し

いとしても、あなたのクラブには適さないとい
う気がするときには、再考の余地がありましょ
う。
その人々があなたのクラブに何をもたらす

か？ あなたのクラブに今はないどのような技
能・才能を彼はもたらすか？ その人がどのよ
うにして「夢をかたちに」する手助けが出来る
のか？
あらゆるゾーンで、あらゆる地区で、子ども

の命を救うという私たちの目標成就のためにも
っと多くのロータリアンが必要なのです。なぜ
ならば、あらゆる地域社会で私たちの助けを必
要とする子どもたちがいるからです。
私たちの仕事は共同作業であり、一つのクラ

ブは他のクラブと助け合って必要を充たすので
す。私たちの仕事は、『夢をかたちに』するこ
となのです。私たちは、安全で幸せな子供たち
－末永く健康な生涯を送る子どもたちー と

いう夢を現実のものに転換するのです。
なぜならば、世界中の子どもたちは私たちの

子どもだからです。私たちの仕事は、その子ど
もたちみんなに健康と希望をもたらすことです。
だが、このことは、よく出来る素晴らしい会

員の十分な人数があって初めて可能なのです。
そのような会員を発掘することこそ私たち一人
ひとりに課せられた責任ではないでしょうか。
ご静聴有り難うございました。

邦訳：前 RI 理事 渡辺 好政

3

G O V E R N O R’ S M O N T H L Y L E T T E R No.2



８月は会員増強月間です。各クラブ会長様は
既に地区協議会や、セミナーなどでクラブの会
員増強に取り組む為の勉強をされて来ました、
そして会員増強目標も明確に示された事と思い
ます。今年度 RI 会長は「夢をかたちに」とテ
ーマを出され、今年度岩渕ガバナーは各クラブ
純増５％を目標にして下さいと申されておりま
す。
又かながわ湘南 RC，大阪ネクスト RCのよう

に R財団を中心としローターアクト、Rotex，
米山学友などを含めた青年を中心としたクラブ
の結成を図りたいと言われております。各クラ
ブも多くの学友をお世話されて来た事と思いま
すので是非その方々にもお声がけ頂き会員の増
強に繋がるべくご協力をお願い致します。そし
て是非全てのクラブが RI 会長賞に挑戦して頂
き一つの目標としてクラブの活動が活発に行わ
れますよう期待致します。地区会員増強委員会
と致しまして各クラブに卓話や情報の提供をさ
せて頂きますので是非お声がけ下さいます様お
待ちしております。
７月７日世界に先駆けて日本を訪問されまし

た李東建 RI 会長は、基調講演でこの近代文明
社会に於いて５歳以下の子供達が一日に２万６０
００人も亡くなって行く事に対して死亡率の低下
を上げています。３つの強調事項となっていま
す水、健康と飢餓、そして識字を上げています
が、もっと多くの数のロータリアンがおれば、
私達はもっと多くの事が出来、もっと多くの命
を救い、もっと多くの子供達を助け、もっと多

くの夢を形にする事が出来ると確信すると申さ
れています。その「夢をかたちに」する為にも
多くの仲間が必要なのです。そしてクラブ会長
の増強に対する熱意と、リーダーシップで会員
を巻き込んで取り組みをされれば必ず目標は達
成されますので頑張って頂きたいと思います。
ロナルド Lビュービン RI 会員増強、会員維

持委員長は先ず今から変わること「チェンジ」
する事が大切であり何時までも古い考えをして
いる事が恐ろしい事であると言われました。そ
して先を見据えた考えと一体感のある団体活動
を目指してほしいと申されました。
６地区６クラブの実例発表でも地域社会奉仕

活動を積極的に行い地域との関わりを持ち広報
活動を行って例会に友人、知人を連れて行き会
員増強に結びつけた実例報告もありました、増
強目標期間を設けて毎月一度ロータリー情報勉
強会を実施され会員の維持は新会員のフォロー
が大切であるとも申されておりましたので是非
実施して頂きたいと思います。
今年度も RI 会長賞として小規模クラブの表

彰制度がありますので是非１０名未満のクラブが
１０名以上に達した場合、１０名から１４名のクラブ
が、１５名以上に達した場合、１５名から１９名のク
ラブが２０名以上に達した場合、期間は７月１日
会員数に対して０９年４月３０日会員数として RI
会長表彰を受けられますので是非達成出来るよ
う取り組みをして頂きます事をお願い致します。
RI がクラブとして認めております２０名に達す

るよう中、長期計画を立てて頂きクラブ運営や
クラブ活性化の為に努力して頂きたいと思いま
す。
８月は会員増強月間ですが毎月が増強月間と

思いクラブ会長を中心に是非「夢をかたちに」
致しましょう。

●●●●会員増強月間に因んで●●●●

Make Dreams Real「夢をかたちに」
クラブが主役、あなたが主人公

会員増強部門委員長

大杉 能弘
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LA・２００８「スターに会いに行こう」のテーマ
で開催されたロサンゼルス国際大会は、６月１５
日～１８日の４日間ロサンゼルスのコンベンショ
ンセンターにおいて開催され、大勢のロータリ
アンとロータリーファミリーに多くの感動と友
情を分かち合いながら成功裡に終わる事が出来
ました。
開会式前日の１４日の夜には、毎年我が２７７０地

区の恒例となっているガバナーエレクト激励会
及びガバナーご苦労さん会がキョウト・グラン
ドホテルで開催され、１８０名を超える大勢の皆さ
んの参加を頂いて盛大に行なう事ができました。
将に我が地区の勢いを感じさせる素晴らしさで
あり真に感謝に堪えません。
そしてMake Dreams Real「夢をかたちに」の

年度テーマと共に、来るべき新年度の岩渕均ガ
バナーエレクトの活躍に、大きな期待を込めた
声援と励ましが送られ、併せて一年間に亘り
ROTARY SHARS「ロータリーは分かちあいの
心」のテーマと共に、素晴らしい活躍と指導を
頂いた中村靖治ガバナーの慰労会も盛大に行な
う事が出来ました。
今回の国際大会推進にあって最も心配した事

は、度重なるオイル価格の高騰を始め、バイオ
燃料がらみの穀物価格の高騰、ガソリンや食料
品など全ての価格の上昇に併せてサブプライム
ローンに発した世界経済の低迷など、我々ロー
タリアンの台所を直撃する経済不況の真っ只中
の世界大会であり、更には５月２２日～２４日にか

けて、韓国３７５０地区との友好２０周年記念式典が
２００名以上の参加を頂いて韓国済州島で開催され
たばかりであり、今回のロサンゼルス国際大会
へのご理解と熱意ある大勢の皆さんの参加には、
本当に頭の下がる思いであります。
私も１１日に日本を立ちサンフランシスコを経

て１３日にロスに入り、午前中にコンベンション
センターの登録会場に行った時に、思いもよら
ぬ事がおきました。先ず最初に出合った人がウ
イルキンソン RI 会長でした。一瞬我が眼を疑い
ました。二人目に会った人が我が地区の財団ト
ラスティ田中作次 PG夫妻でありました。そし
て登録会場に入り三人目に会った人が、つい先
日韓国済州島でお会いしたばかりの RI 理事エレ
クト李 PG夫妻でありました。将に国際大会な
らではの感動の連続でありました。
そして今回特に特筆すべきは、エレクト激励

会に先立ち八潮 RCと浦和北 RCの合同例会が
同じ会場のキョウト・グランドホテルで、多く
のロータリアンの参加の下に、ラビンドラン財
団トラスティの素晴らしい卓話を交えて開催さ
れたことであります。
終わりに、ロサンゼルス国際大会で「ロータ

リーの心を分かちあった」皆さん方の温かいお
力添えに、心から感謝とお礼を申し上げます。
ありがとうございました。

国際大会報告
ロサンゼルス国際大会推進委員長

森田 武司
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毎年年度が始まる前に行われている。コーデ
ィネーター１１名皆様に対する委嘱状授与式が、
６月２６日（木）浦和ロイヤル・パインズホテル
に於いて岩渕ガバナー・大塚ガバナーエレクト
（奉仕プロジエクト部門委員長）大宮社会奉仕
部会長・２００７年～２００８年度・斉藤ブライダル委
員長、ブライダル委員会委員の皆さんの出席で
開催されました。
岩渕均ガバナーのご挨拶永年に渡るご苦労に

対する御礼と今年も宜しくお願いしますとの挨
拶で始まり、大塚信郎奉仕プロジェクト部門委
員長の挨拶、そして、大宮英男社会奉仕部会長
の挨拶の後、コーディネーターお一人お一人に
記念品と共に委嘱状をお渡ししました。
コーディネーターを代表して田中倭文子様か

ら、お礼のご挨拶を頂きました。
岩渕ガバナー、来賓の皆様に、コーディネー

ターの紹介・委員会委員さんの紹介の後、斉藤
前年度ブライダル委員長の音頭で乾杯。食事会

が始まりました。最近の若い人の結婚に対する
考え方など、ご苦労話を懇談の中でお話して頂
き、短い時間ではありましたが、和やかに出来
て良かったと思いました。その、ご苦労に報い
る為にも、多くのカップルが誕生する事を願っ
ています。地区ロータリアンの皆様の推薦をお
待ちしております。
お忙しい中、ご出席頂いた皆様に感謝と御礼

を申しあげます。

岩渕ガバナー年度スタート４日目、梅雨の蒸
し暑い７月４日午後３時よりロイヤルパインズ
ホテル４階（ロイヤルクラウン A）にて２７７０地
区総勢７８名の事務局員研修会が始まる。
地区研修リーダーの関口博正パストガバナー

が事務局員の笑いをさそう挨拶を、そしてエレ
クトの大塚信郎氏のまじめな挨拶をいただき地
区役員の一部を紹介。
岩渕ガバナーより地区運営方針（２００８～２００９

年度国際ロータリーおよび第２７７０地区の活動内
容）を１１項目に分けて報告。
宮澤地区幹事より事務手続について各事務局

員にお願いをし、本年度の研修はクイズ方式で
本番が始まる。
ガバナー自身が作成した３択問題４１問を１５分

間で……

全問正解はいなかったが、３８問正解が２名、
３７問正解が５名。さすがロータリーの様々な手
続き等をこなしながら得る知識を会得している
のには感心した。
質疑応答、休憩後、懇親会に入る。
７８名全員が自己紹介。慣れた事務局員はガバ
ナーに“公式訪問○月○日宜しくお願いします
～”と言って岩渕ガバナーは予定表に目を走ら
せることも何回かあった。
食事をしながら外に出て子供に携帯で食事の

指示している人も何人かいましたね。この方達
がロータリーの基礎を支えている人々だと思う
と、大変頼もしく感じたのは私だけだろうか？

奉仕プロジェクト部門社会奉仕委員会

ブライダル委員会・ブライダル・コーディネーター委嘱状授与式
２００８年～２００９年度 ブライダル委員会委員長 青木清二郎（八潮中央ＲＣ）

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
地区会計 小泉 勝暉（浦和RC）
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７月９日（水）に２７７０地区最初の公式訪問が行
なわれました。岩渕ガバナー、宮澤地区幹事、
染谷第１０グループガバナー補佐の出席のもと懇
談に始まり、例会ではガバナー、地区幹事の引
継ぎ式が行なわれました。例会、クラブ協議会
を通して、ガバナーは子どもの死亡率低下につ
いて真剣に、そして熱く語られ１
年間の意気込みを感じました。
また我がクラブは吉川と吉川イブ
ニングが今年度より合併し「新生
吉川ロータリークラブ」となり

ました。それに関しては喜ばしい
ことであり、望ましいこと、いっ
そうのクラブの活性化を期待しま
すと激励されました。沢山のこと
を学んだ貴重な１日になりました。

ロータリーの職業倫理訓逐条解説（２）

職業倫理委員長 青木 伸翁

第１条 自分の職業に価値を認め、これにより

自分は社会に奉仕すべき好個の機会を与

えられたものと考うべきこと

職業に貴賎なしとよく言われますがこの世の
中に無用な職業はないはずです。ワシントンの
ホワイトハウスに大統領を訪ねてきた秘書が広
間に入ろうとすると、廊下の隅でゴシゴシと靴
を磨いている男がいました。何気なくその側を
通りぬけようとして、アッと驚きました。リン
カーン大統領が自分の靴を磨いていたのです。
「大統領、そのようなことをなさるのを人に見
られると具合が悪うございます」秘書は、思い
切ってそう言いました。するとリンカーンは人
なつっこい窪んだ目に微笑を浮かべながら「ほ
う、靴磨きは恥ずかしいことなのかね。そりゃ
少し違ってやしないかな。大統領も靴磨きも同
じく世のため、人のために働く公僕だ。この世
の中に卑しい職業というものはないはずだ。た

だ心の卑しい人はいるものだがね」リンカーン
はどこまでも朗らかでした。秘書の差し出す重
要書類を取り上げ、靴を磨いていた時と同じよ
うな熱心さでそれを読みはじめたということで
す。
自分の職業は世のため、人のために、すべて
の行動が宇宙（神）の秩序体系の中で行われて
いると考えることが大切です。宇宙（神）の秩
序体系ということは、社会の機能と考えていい
のではないでしょうか。つまり社会の機能の中
で自分の職業の位置づけをすることです。そう
すると職業すなわち奉仕となるわけです。
次回９月号は

第２条 自分の身を修め、自分の実力を涵養
し、自分の奉仕を広めるべきこと、並
びにそれを通じて、奉仕に徹する者に
最大の利益あり（最も良く奉仕する者
最も多く報いられる）とするロータリ
ーの基本原則を実践すべきこと。

連 載

公式訪問が始まりました！
吉川RC 公式訪問レポート
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米
山
奨
学
会

世界平和フェローシップ
６７０，７１３．３６＄

大口寄付２１，４５５＄
ベネファクター（２８）

大口寄付１７，０００＄ M･P･H･F（８）
べネファクター（６）

大口寄付１２，０００＄ M･P･H･F（４）

田 中 作 次 森 田 武 司 細 谷 卓 良 小 畑 正 勝 山 田 誠 治 三 輪 昭 彦
（八潮）

平成２０年７月９日
（大宮北東）
平成２０年７月９日

（春日部）

平成２０年７月４日
（鴻巣水曜）

平成２０年７月１日
（春日部）

２０年７月４日
（春日部）

平成２０年７月４日

M･P･H･F（４） M･P･H･F（３） M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（１） ベネファクター

長谷川廣良 山 下 廣 美 馬 場 知 行 鈴 木 拓 雄 村 山 勝 正 小島喜久雄
（越谷南）

平成２０年７月１５日
（越谷南）

平成２０年７月１５日
（鴻巣水曜）
平成２０年７月１日

（桶川）
平成２０年７月９日

（桶川）
平成２０年７月９日

（春日部）
平成２０年７月４日

米山メジャードナー（L‐７２） 米山メジャードナー（L‐２５） 米山功労者（L‐４） 米山メジャードナー（L‐１） 米山功労者（M‐５） 米山功労者（M‐３）

田 中 作 次 森 田 武 司 山 田 誠 治 小 畑 正 勝 長谷川廣良 間 室 照 雄
（八潮）

平成２０年７月９日
（大宮北東）
平成２０年７月９日

（春日部）

２０年７月４日
（鴻巣水曜）

平成２０年７月１日
（越谷南）

平成２０年７月１５日
（鴻巣水曜）

平成２０年７月３日

米山功労者（M‐２）

鈴木拓雄 石 垣 正 順 田 村 盛 良 石 塚 昭 小 島 康 幸 保 住 敏 雄
（桶川）

平成２０年７月９日
（栗橋）

平成２０年７月１日入会

深�寺
仏教（浄土宗）

（久喜菖蒲）

平成２０年７月１日入会

�内田電気商会
電気工事

（大宮北東）
平成２０年７月２日入会

�謙心
運送業・倉庫

（大宮北東）
平成２０年７月２日入会

�小島ウィンドー
商業施設デザイン・設計・施工

（さいたま中央）

平成２０年７月３日入会

埼玉県民共済生活協同組合
共済組合

柳 下 竜 介 遠 山 浩 人 齋 藤 守 毅 小 沢 孝 中 本 国 勝
（草加中央）

平成２０年７月３日入会

�T･R 並木建設
土木工事業

（越谷南）

平成２０年７月７日入会

コージン商事
不動産賃貸業

（大宮）

平成２０年７月９日入会

�太盛
サービス／旅行・運輸／
廃棄物収集運搬

（大宮西）
平成２０年７月１４日入会

�さいたま造園
造園業

（大宮西）
平成２０年７月１４日入会

東日本旅客鉄道㈱
旅客鉄道業

8

No.2 G O V E R N O R’ S M O N T H L Y L E T T E R



“夢をかたちに”を実現するには仲間を増やそう！“夢をかたちに”を実現するには仲間を増やそう！
� � ��� �����	
���
 ���������������

ロータリー情報委員長 瀧田 和雄

２００８～’０９李 東建 RI 会長は表記の「夢をか
たちに」をテーマとして掲げられました。そし
てそのターゲットを子供の死亡率の低下をクラ
ブと地区の奉仕プロジェクトの最重要目標とす
るよう要請されました。それは世界中で５歳未
満の子供たちが毎日３万人、多岐の理由で命を
落としているからであります。病気、伝染病、
栄養失調など、その多くは衛生的な水が入手で
きないことにあります。我 ２々７７０地区のロータ
リアンはこの問題とどのように取り組んで行く
べきでしょうか。これらの子供たちが我々同様、
立派に成人して社会に貢献することができるよ
うにするために、何をすべきか皆さんと考えて
行きたいと思います。
ロータリーの目的は「超我の奉仕」であるこ

とは言うまでもありません。一方、地域社会に
対して、或いは世界に向けての「目に見える奉

とみ

仕活動」も重要な課題であります。最近頓に「広
報活動の重要性」が RI からも、地区からも発
信されてきております。最終目的は「超我の奉
仕」であることは他言を待ちませんが、世間か
ら、身の回りの社会からその貢献活動に関心を
持っていただくことも大切な課題であり、引い

ては会員増強の有効な手段になることは言うま
でもありません。
できるだけ多くの市民が関心を持って参加で

きる奉仕プロジェクトを、あなた方のクラブの
・地区の・RI のリソース（財源・知恵）を有
効に生かして立ち上げてみてください。そして
参加する喜びを、そして成功した感激を出来る
だけ多くの市民とともに分かち合っていただき
たい。それが次に繋がるポイントになるのでは
ないでしょうか。ロータリー家族とは将にこう
した活動から広がって行くのではないかと信じ
ております。
新しい年度が始まり、各クラブの皆さんはそ

れぞれ多くのプログラムを計画されておられま
す。最終的に、奉仕活動も広報活動も出来るだ
けたくさんの財源と知恵と人的労力を要するも
のであります。クラブが充実した満足のゆく奉
仕活動をする根本は矢張り多くの会員の力であ
ります。クラブの発展は一人でも多くの会員と
ロータリー家族の参加です。

友達を作ろう！共に喜びを味わうために。

地地区区大大会会にに参参加加ししよようう

２２００００８８～～’’００９９年年度度
国国際際ロローータタリリーー第第２２７７７７００地地区区

地地区区大大会会ののごご案案内内
２２００００８８年年１１１１月月１１５５日日（（土土））・・１１６６日日（（日日））
大大会会会会場場／／ささいいたたまま市市文文化化セセンンタターー

ホホスストトククララブブ：：浦浦和和ロローータタリリーーククララブブ
ココ・・ホホスストトククララブブ：：浦浦和和東東RRCC、、浦浦和和南南RRCC、、

浦浦和和中中RRCC、、浦浦和和ダダイイヤヤモモンンドドRRCC

大会コンセプト

１．会員はもとより参加者全員が楽しめる大会の開催

２．地域市民の人達にも参加をいただき、より広くロ

ータリーを理解していただくための大会の開催
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の
母

体
に
な
っ
て
行
く
。

心
の
狭
い
宗
教
的
観
念
を
離
れ
た
勤
勉
、

節
約
、
蓄
財
さ
ら
に
社
会
還
元
、
即
ち
奉

仕
が
ポ
ー
ル
の
言
う
古
い
倫
理
と
言
う
こ

と
に
な
る
。

Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
よ
り
流
用

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ッ
セ
イ
の
予
定

�

ポ
ー
ル
へ
の
興
味

�

メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
と
ハ
リ
ス
家
の

関
係

�

独
立
戦
争
前
後
と
宗
教
的
不
寛
容

排
除

�

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
ポ
ー
ル
の

母
方
祖
父

�

南
北
戦
争
と
戦
争
絶
対
反
対

�

大
膨
張
時
代
と
ポ
ー
ル
の
青
春
遍
歴

�

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
へ
の
教
訓

	

ポ
ー
ル
が
ロ
ー
タ
リ
ー
に
求
め
た
も
の




シ
カ
ゴ
で
の
弁
護
士
生
活

�

ポ
ー
ル
の
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム

�

エ
マ
ソ
ン
の
思
想
と
ロ
ー
タ
リ
ー




ポ
ー
ル
の
性
格

�

ア
メ
リ
カ
史
の
魅
力
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私
が
創
始
者
ポ
ー
ル
・
パ
ー
シ
ー
・
ハ

リ
ス
に
つ
い
て
書
く
の
は
３
回
目
だ
が
、

彼
の
著
書
や
研
究
者
の
作
品
が
沢
山
あ
る

訳
で
は
な
い
か
ら
、
３
回
共
同
じ
内
容
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

２
０
０
２
年
ク
ラ
ブ
会
長
の
時
に
は
、

目
新
し
い
事
柄
ば
か
り
を
読
み
、
そ
の
ま

ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
記
述
し
た
だ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
目
か
ら
入
っ
て
、
口
や
手
に
伝
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
ク
ラ
ブ
情
報
委
員
長
の
時

に
は
、
他
の
書
籍
か
ら
得
た
知
識
と
混
合

さ
せ
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
ポ
ー
ル
が
５
年
間
の
青
春
遍
歴

を
し
た
時
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
を
連
想
し
、

彼
が
何
を
見
、
何
を
考
え
た
か
を
推
測
出

来
た
。

２
０
０
８
年
、
つ
ま
り
今
回
「
ガ
バ
ナ

ー
月
信
」
と
言
う
重
大
記
録
に
加
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
３
回
目
の
見
直
し
を
す
る

機
会
を
得
た
が
、
混
合
し
た
物
が
発
酵
し

て
来
た
の
を
感
じ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る

と
、
ポ
ー
ル
が
中
途
退
学
を
繰
り
返
し
た

原
因
は
何
か
、
更
に
そ
の
原
因
が
彼
の
人

格
形
成
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
か
、
そ

の
結
果
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
信
条
に
ど
ん
な

形
で
残
っ
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
、
考
慮

す
る
余
地
が
生
ま
れ
た
。
私
の
得
た
結
論

が
正
し
い
か
、
ど
う
か
に
つ
い
て
興
味
の

あ
る
人
達
と
語
り
合
う
の
も
楽
し
い
作
業

で
あ
る
。

ポ
ー
ル
の
伝
記
を
読
む
と
、
先
祖
に
関

す
る
記
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
彼
自
信
余

り
触
れ
ず
、
先
祖
は
１
６
２
０
年
メ
イ
フ

ラ
ワ
ー
号
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に

渡
っ
て
来
た
「
ピ
ル
グ
リ
ム
フ
ァ
ー
ザ
ー

ズ
」
の
一
人
と
し
か
語
ら
な
か
っ
た
と
い

う
。
伝
記
執
筆
者
は
「
ハ
リ
ス
姓
は
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
に
多
い
し
ポ
ー
ル
自
身
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
を
愛
好
し
て
い
た
か
ら
、
そ

こ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
来
た
の
だ
ろ
う
」
と

し
か
記
し
て
い
な
い
。

我
々
が
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
歴
史

上
の
人
物
に
関
す
る
本
を
見
る
と
、
自
称

公
称
を
含
め
て
家
柄
、
血
筋
を
克
明
に
調

査
し
て
い
る
事
が
多
い
。
豊
臣
秀
吉
の
様

に
調
べ
よ
う
も
な
い
人
物
も
居
る
が
、
大

体
は
先
祖
に
触
れ
て
い
る
。
本
人
理
解
の

為
に
家
柄
や
環
境
は
必
要
と
言
う
観
念
が

日
本
に
は
あ
る
が
、
民
族
の
坩
堝
た
る
ア

メ
リ
カ
に
は
通
用
し
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。ポ

ー
ル
が
生
ま
れ
た
の
が
１
８
６
８
年

だ
か
ら
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
よ
り
２
５
０

年
弱
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
ポ
ー
ル
が
育

て
ら
れ
た
祖
父
か
ら
見
る
と
、
メ
イ
フ
ラ

ワ
ー
号
は
２
０
０
年
位
、
世
代
に
し
て
６

〜
７
世
代
で
あ
る
。
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に

乗
っ
て
い
た
の
は
１
０
８
人
、
大
西
洋
を

数
ヶ
月
の
旅
だ
か
ら
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
の
古
い
教
会
を
調
べ
れ
ば
、
ポ
ー
ル
の

先
祖
の
名
も
そ
の
子
孫
の
系
図
も
判
る
筈

で
あ
る
。
伝
記
作
家
が
調
査
し
な
い
事
項

を
今
更
私
が
実
践
し
て
も
仕
方
が
な
い
の

で
、
以
上
の
事
だ
け
を
頼
り
に
ポ
ー
ル
の

思
考
を
探
っ
て
行
き
た
い
。

ポ
ー
ル
は
、
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的
は

古
い
倫
理
の
確
立
」
と
書
い
て
い
る
。
彼

は
思
想
家
で
は
な
い
し
、
宗
教
家
で
も
な

い
か
ら
、
自
ら
の
倫
理
観
を
樹
立
さ
せ
よ

う
と
は
せ
ず
に
、
良
き
ア
メ
リ
カ
人
社
会

の
通
念
を
基
準
に
し
た
の
で
あ
る
。
彼
が

人
格
形
成
で
強
い
影
響
を
受
け
た
の
は
父

方
の
祖
母
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
後
に

書
く
事
に
な
る
事
情
で
、
父
母
と
別
れ
て

祖
父
母
と
生
活
を
す
る
に
至
る
。
小
学
校

低
学
年
で
生
ま
れ
故
郷
を
離
れ
、
バ
ー
モ

ン
ド
州
で
暮
ら
し
始
め
た
。

バ
ー
モ
ン
ト
州
は
ア
メ
リ
カ
東
部
地
区

で
カ
ナ
ダ
国
境
に
近
い
所
だ
か
ら
、
こ
の

地
域
の
人
達
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
宗
教
心

を
強
く
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ロ
ー
マ
法
王
支
配

に
反
対
す
る
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、

ロ
ー
マ
法
王
を
仲
介
と
し
な
い
神
や
キ
リ

ス
ト
と
の
直
接
対
話
を
目
指
し
て
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
に
な
っ
た
。

色
々
な
宗
派
が
生
ま
れ
た
が
、
主
な
も

の
は
ル
タ
ー
派
と
カ
ル
バ
ン
派
で
あ
る
。

最
も
カ
ト
リ
ッ
ク
と
離
れ
て
い
る
の
が
カ

�
�
��

�
��

��
	



�
�



�

�

メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
と
ハ
リ
ス
家
の
関
係
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�
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文庫通信
（２５０号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー
５０周年記念事業の一つとして１９７０年に創
立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点
を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿
論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹
介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページで PDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えて
ありますので、ご活用願います。 以下資料のご紹介を致
します。

最近のロータリー情報より（１）
◎「韓国のロータリー現況」 李 東均 ２００８８p
（第９回 ROTARY 日韓親善会議報告書）
◎「韓日新世代交流プログラムの昨日、今日、そして明日」

禹 鳳濟 ２００８４p
（第９回 ROTARY 日韓親善会議報告書）

◎「ロータリーを支えよう－真心込めて」
四津谷仁朔 ２００８６p

（絆（Ⅳ））
◎「世界はあなたを待っている」 関場慶博 ２００７５p
（第１２回ロータリー青少年交換研究会長崎会議報告書）
◎「価値ある増強」 井上瑛夫 ２００８５p（D．２６８０月信）
◎「ロータリーの神髄」

深川純一 ２００８１２p（D．２６８０月信）
◎「職業宣言」 鈴木政昭 ２００８２p（D．２８００月信）
◎「２６８０地区２００７～２００８年度ロータリー財団セミナー」

松下 衛 ２００７１０p（D．２６８０月信）

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）］

２００８～２００９年度 国際ロータリー２７７０地区

地区大会 ポリオ撲滅記念

ゴルフコンペのご案内 ご 案 内

地区大会記念ゴルフ大会実行委員長

細 川 章

地区大会行事の一環として恒例の記

念ゴルフコンペを左記の通り開催いた

します。参加者の皆様には、会員相互

の親睦を目的として当日は楽しい一日

をお過ごしいただけます様、実行委員

会一同最善の努力をいたす所存でござ

います。

大変ご多忙のこととは存じますが、

万障お繰り合わせの上ご参加ください

ます様、宜しくお願い致します。

日 時 平成２０年９月２９日（月曜日）［雨天決行］
（スタート時間・組合せは登録受付後、後日送付致します。）

募 集 人 数 各クラブ４名（地区役員を含む）

開催コース 大利根カントリークラブ 東・西コース（貸切）
茨城県坂東市下出島１０ TEL ０２９７－３５－１３４４

登 録 料 クラブ負担金 １０，０００円
個人登録料 １名 ５，０００円

登録申込み 個人参加者を登録申込書にご記入の上、FAXにてお申込み下
さい。
登録申込み及び登録料のお振込は８月１０日迄に必着でお願いし
ます。

プ レ ー 費 プレー費は個人精算です。約１８，０００円位
［グリーンフィ・食事代（飲物及び指定外のメニューは別途精
算）・キャディフィ・諸経費込み］
※急なご欠席で３名プレーになるとき、キャディフィの変動が
ありますので予めご了承下さい。

尚、ご不明な点がありましたら下記までお問い合わせ下さい。

《連絡先》 地区大会記念ゴルフ実行委員会
（浦和北ロータリークラブ事務局内）
TEL０４８－８１３－８０７５ FAX０４８－８１３－８０７６
E-MAIL office@urawakita-rotary.jp

文

庫

ロ
ー
タ
リ
ー

〒１０５―００１１ 東京都港区芝公園２―６―１５
黒龍芝公園ビル３Ｆ

TEL（０３）３４３３―６４５６ FAX（０３）３４５９―７５０６
http : //www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前１０時～午後５時
休館＝土・日・祝祭日
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